










Ⅳ 講評及び審査結果



― 審 査 員 講 評 ―

審査員長 森林総合研究所 植物生態研究領域長 荒木 眞岳

皆さま大変お疲れ様でした。この２日間にわたり、森林技術部門が９課題、森林保全部門が４

課題、森林ふれあい・民国連携部門が２課題、特別発表が４課題、合計で 19課題のスライド発表

がありました。

まず、最優秀賞は課題番号 S15「不法侵入への挑戦～林道の安全対策～」です。この発表は、審

査員がつける得点でも２位を若干引き離して１位を獲得し、審査会でも満場一致で文句なく最優

秀賞でした。理由としましては、不法侵入という目の前にある切実な問題に対して、現場ででき

るところからコストをかけずに大変効果的な対策をされた点が、高く評価されました。また、取

組過程においても、自分達でできる努力だけではなくて、警察と連携するなどの対策を行った結

果、目に見えて不法侵入が減ったということを数字で示した点も効果がわかりやすくてよかった

と思います。このような取組は、すぐにでも関東森林管理局内の他の署や事務所で取り組める対

策ですので、まさに今回の森林・林業技術等交流発表会にふさわしい発表だったと思います。

次に優秀賞です。優秀賞は４点ありました。まず森林保全部門からは、課題番号 S11 の「奥日

光西ノ湖畔に平成 11 年に設置したシカ柵内の 25 年後の植生変化」です。この発表も、審査員の

中で大変評価が高かったものになります。その理由は、国有林だからこそできる、長期にわたる

観測であるという点です。これまではシカの被害対策を主に取り組まれていましたが、今後はナ

ラ枯れという新しい難敵が目の前まで迫ってきており、その対策も必要とのことでした。一人の

職員による熱意が 25年間続いたことに感銘を受けました。今後も、引き続き対策を行っていくこ

とを期待しています。

森林ふれあい・民国連携部門からは、「地域と連携した金尾山の森林づくり～第 75 回全国植樹

祭機運醸成の取組～」です。この発表は、全国植樹祭が 66年ぶりに行われることとなり、令和７

年度に行う植樹祭に向けて新たなイベントを計画し、実行した過程が非常によく伝わってくる、

わかりやすい発表だったと思います。さらに、地域住民を巻き込み植樹祭を行ったという点も評

価されました。

森林技術部門から、課題番号 S６「大苗植栽による下刈り省略の検証試験」と S９「下刈りの機

械化のための自走式下刈り機による地拵えに関する検証」がそれぞれ優秀賞を受賞されました。

「大苗植栽による下刈り省略の検証試験」では、大苗を植えて５年間無下刈でおいても、スギは

２m 以上に成長するということを、現場の植栽で示した点が、評価されました。

「下刈りの機械化のための自走式下刈り機による地拵えに関する検証」では、自走式の下刈り

機械を使い、地拵えを行ってから植栽をしましたが、今後は下刈り機械が走るルートを事前に想

定して、伐採などの作業を行う必要があるという視点が大事だったと思います。今後は、綺麗に

地拵えした場合の環境への影響評価や、列内に残った雑草木の対処が課題だと思いますので、引

き続き取り組んでいただければと思います。

また、民国連携賞では、課題番号 S10「くくりわなによるシカ捕獲の２地点比較（伊豆半島と箱

根・丹沢地域）」を選定いたしました。研修で出会った若い２人が意気投合したところから始まっ
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た点が評価され、国と県がそれぞれでどのような対策を行っているのか、お互いに現地検討し合

い意見交換をした点も、斬新な取り組みとして評価されました。また、目的を見失っているので

はないか、という身内に対する鋭い指摘も印象的でした。

技術普及賞では、課題番号 S４「コンテナ苗木の生産技術向上に向けた取組」が受賞されまし

た。群馬県の担当者が県内の苗木生産者を連れて栃木県に出向き、苗木生産技術についての技術

検証を行ったというご発表でした。自分達だけではなかなか解決できない問題について、周囲の

対処方法を研修や情報交換によって得ることは、技術普及に直接つながる取り組みだということ

で評価されました。

最後にポスター発表についてですが、今回、群馬県の高標高域にコウヨウザンを植えたがよく

成長しなかった、急傾斜で防草シートを貼ってみたが防草効果はよくなかった、というようなご

発表が見られました。このような、失敗した事例、上手くいかなかった事例を皆さんの中で共有

しながら交流することは非常に大事だと思います。例えば、近年、主伐採造林が推進されていま

すので、下刈りの問題など、一生懸命に皆さんも我々も含めて取り組んでいますが、50年前、60

年前は拡大造林の最中でした。当時も、地拵えをして、木を植え、今より大変な下刈りを行って

きたわけですので、時代は巡っています。今、我々が考えていることは、50年前の人達も同様に

考えていたはずです。先人が残した多くの資料が関東森林管理局にはあると思いますので、温故

知新の精神で紐解いてみると、なんらかのヒントが得られるのではないかと思っています。

以上で私の講評を終わらせていただきます。お疲れ様でした。
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令和７年度 関東森林管理局森林・林業技術等交流発表会 受賞結果

○スライド発表

最優秀賞 １課題

不法侵入への挑戦～林道の安全対策～

群馬森林管理署 石栗 英人さん、北澤 寛さん

優秀賞 ４課題

＜森林技術部門＞

大苗植栽による下刈省略の検証試験 第２報

矢板市農林課 市川 貴大さん

塩那森林管理署 金澤 裕子さん、伊藤 香里さん

下刈りの機械化のための自走式下刈り機による地拵えに関する検証

合同会社ビスペル 馬渡 純さん

静岡県富士農林事務所 辻󠄀 菜緒さん

＜森林保全部門＞

奥日光西ノ湖畔保護林に平成 11 年に設置したシカ柵内の 25 年後の植生変化

日光森林管理署 野口 光三さん

＜森林ふれあい・民国連携部門＞

地域と連携した金尾山の森林づくり～第 75 回全国植樹祭機運醸成の取組～

埼玉県寄居林業事務所 浅香 義広さん

民国連携賞 １課題

くくりわなによるシカ捕獲の２地点比較（伊豆半島と箱根・丹沢地域）

伊豆森林管理署  藤垣 遼大さん

神奈川県自然環境保全センター 小澤 海斗さん

技術普及賞 １課題

コンテナ苗木の生産技術向上に向けた取組

群馬県渋川森林事務所  星野 勝さん 
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○ポスター発表 

総合優秀ポスター賞 １課題 

新工法「木杭根系工法」を用いた森林土木工事の可能性について 

群馬森林管理署 竹之内 政勝さん、上村 武士さん 

越井木材工業株式会社 清水 賢さん 

株式会社コシイプレザービング 壁野 宏司さん 

 

優秀ポスター賞 ２課題 

地域資源の有効活用に向けて～広葉樹につつまれたなら～ 

日光森林管理署 小松 玄季さん、本村 颯己さん 

 

希少野生生物の保全と森林施業の両立に向けて～瀬尻ホソバシャクナゲ稀少個体群保護  

林での取組～ 

天竜森林管理署 弓桁 侑季さん 

計画課 砂原 美咲さん 

 

特別賞 ３課題 

群馬県北部におけるコウヨウザンとスギの成長比較」 

利根沼田森林管理署 野宮 陸さん、田中 直己さん 

  
 OWL 調査プロットについて～撮影時期の違いによる比較検討～」 

下越森林管理署  熊丸 慧さん 

 

機関連携による鬼怒沼湿原（奥鬼怒生物群集保護林）でのニホンジカ対策 

栃木県林業センター 丸山 哲也さん 

環境省日光国立公園管理事務所 吉川 美紀さん 

日光森林管理署 野口 光三さん 
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令和７年度 関東森林管理局森林・林業技術等交流発表会 審査員 

 

審査員長 
国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所 

植物生態研究領域長 
荒木
あ ら き

 眞岳
まさたけ

 

審査員 林業コンサルタント（木こりの女房） 荒川
あらかわ

 美作保
み さ ほ

 

審査員 一般社団法人日本森林技術協会 技術指導役 落合
おちあい

 博
ひろ

貴
たか

 

審査員 NHK前橋放送局長 國
くに

廣
ひろ

 明美
あ け み

 

審査員 群馬県森林組合連合会 総務部長 髙
たか

橋
はし

 伸
のぶ

幸
ゆき

 

審査員 山梨県森林総合研究所 特別研究員 長池
ながいけ

 卓男
た く お

 

審査員 関東森林管理局 次長 森山
もりやま

 昌人
ま さ と

 

                   ※所属・役職名は発表会当時のものです。            順不同 敬称略 
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開催年度 主な出来事（林政及び一般社会情勢）

1954(S29)年：洞爺丸台風

1957(S32)年：国有林生産力増強計画

1958(S33)年：狩野川台風

1959(S34)年：伊勢湾台風

1963(S38)年度：第10回目開催

1964(S39)年：東京五輪開催、林業基本法制定

1970(S45)年：大阪万博開催

1980(S55)年：山元立木価格が最高値

1983(S58)年度：第30回目開催

1986(S61)年：バブル景気（～1992）

1993(H5)年度：第40回目開催

1995(H7)年：阪神・淡路大震災

1999(H11)年：営林局・署から森林管理局・署へ名称変更

2001(H13)年：森林・林業基本法の制定

2002(H14)年：木材自給率が過去最低値

2002(H15)年度：第50回目開催

2004(H16)年：東京分局廃止

2011(H23)年：東日本大震災

2012(H24)年度：前橋テルサで開催（運営・進行等も委託）

2014(H26)年度：第60回目開催

2019(R1)年度：ポスター発表開始、森林経営管理法施行

2021(R3)年度：Web開催、東京五輪開催

2022(R4)年度：Web開催

2023(R5)年度：対面開催再開、オンライン配信併用

2024(R6)年度：第70回目開催

2025(R7)年：大阪・関西万博開催

森林・林業技術等交流発表会

関東森林管理局

1973(S48)年度：第20回目開催「国有林野における新たな森

あ　　　　　　　林施業」（公益的機能の両立）

2013(H25)年度：前橋テルサで開催（職員運営）、国有

　　　　　　　　林野事業特別会計廃止

1968（S43）年度

1969（S44）年度

1999（H11）年度

2012（H24）年度

2013（H25）年度

2004（H16）年度

2005（H17）年度
開催無

業務・林業技術等発表会

森林・林業技術等発表会

2020(R2)年度：Web開催（COVID-19対策）、

　　　　　　　 ウッドショック

1976（S51）年度 業務研究発表会

2001（H13）年度

業務研究発表会

首都圏林業技術
交流発表会

業務研究発表会

経理事務
研究発表会

林業技術研究発表会

業務・林業技術等発表会

関東森林管理局 東京分局

関東森林管理局　発表会の沿革

技術研究発表会
［経営部門］

※不定期

技術研究発表会
［事業部門］

※不定期

造林技術
研究発表会

林業技術
研究発表会
［経営部門］

林業技術
研究発表会
［事業部門］

東京営林局前橋営林局

1947(S22)年：林政統一（国有林野事業特別会計の

　　　　　　　開始）、カスリーン台風
1949（S24）年度

1954（S29）年度

1959（S34）年度

1971（S46）年度
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